
 

 
 

 日 時：令和３年１２月１６日（木） 
 場 所：３年い組教室 
 授業者：更家 寛章 

 
１ 本時 『式の表し方を考えよう』 （２／５） ３ 本時の展開    

２ 本時について 
（１） 児童の実態 

 GIFUwebラーニングを用いて２年生

「たし算とひき算の関係」のレディネ

ステストを行なった。 

○元の量を求めるたし算 図有 

正答率77.8％ 

○元の量を求めるひき算 図有 

正答率94.4％ 

○増えた量を求めるひき算 図有 

正答率83.3％ 

○減った量を求めるひき算 図有 

正答率83.3％ 

 全体的に見ると、問題文を読み取っ

て、正確に式に表し計算することがで

きていない児童が多いことがわかる。

問題文を読み取り、未知数を□で表す

ことで、問題文通り正確に立式できる

よう指導していきたい。 

（２）指導の立場 
児童は昨年度までに問題文から、テ

ープ図を使って表し、それを根拠にし
て立式することを学習している。 
 本単元では、逆思考になるような問
題の解決において、未知の数量を□で
表すことによって、問題文の通りに立
式し、□に当てはまる数の求め方を考
察する。その際には、線分図に表して
考察し、加法と減法、乗法と除法の相
互関係についてもとらえられるように
する。  
 本時の学習は、その第2時である。
第1時では、加法で表される数量関係
を□を使った式で表せることや、その
求め方を考察している。本時では、減
法の場合について考察する。 
 導入では、問題文に「わかっている
こと」を赤で、「求めること」を青で
線を引き、情報を整理する。その上で
「のこり」という言葉に注目して、演
算を決定して、立式する。 
 全体追究では、線分図をもとに計算
の仕方について理解を深める。図を指
し示しながらたし算で計算できること
を理解させたい。さらに、たしかめ問
題で、自分たちで説明することを通し
て、確実に定着できるようにする。 
練習問題は、時間を確保し、計算の

仕方の理解を深める。p.208鉛筆5につ
いては、単元の終わりに学習を行うよ
うにする。 

 学習内容および学習活動 研究との関わり チェックリスト 
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１ 問題と課題を捉える。 

・わかっていることは、「８まい使

 ったこと」と「16まいのこった」

 ことだな。 

・「のこり」だからひき算かな。 

・折り紙のはじめの枚数が□枚だ。 

・式は、□－８＝１６になるな。前回はたし算だったけど、今回はひき算だ。 

・線分図で考えれば、計算できそうだ。 

 

 

・分かっていること、求めることを児童に考えるよう発問する

ことで、問題の整理をし、求めたいことを□とすればよいこと

に気付いたり、演算決定できたりするようにする。 

【研究内容１－②】 

・分かっていることや求めることを色分けして板書に位置付け

ることで、問題文の理解を深められるようにする。 

【研究内容１－①】 

【問題提示】 
  

・本時に関わる既習事項を確認   

・問題を黒板左上に提示し、みんなで確認   

・分かっていること、求めていること、相違点や使え

そうな考えを確認 
  

【課題化】 
  

・黒板中央上に課題提示し、青下線   

・児童が課題を確認(書く、囲む、読む)   
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２ 個人追究をし、少人数交流、全体追究をする。 

・式：□-8=16 

・線分図で考える。 

 

 

 

 

 

 

・答えの確かめをする。 

３ たしかめ問題(p.208鉛筆3)をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・個人追究で困っている児童は集めて一緒に考える。線分図と

問題文を比較するよう声をかけ、一緒に空欄を埋めて、□に

あてはまる数を求める式を考える。  【研究内容１－②】 

 

・個人追究できた児童から、相互に交流する。自分の意見を説

明して考えを深めたり、相手の意見を聞いて考えを広げたり

できるようにする。         【研究内容２－①】 

 

・板書上の線分図は「つかむ」で色分けした情報とつなげなが

ら記入し、問題文と線分図のつながりを理解しやすくする。 

【研究内容１－①】 

 

・鉛筆3をタブレットで行い、実態を把握する。手が止まってい

る児童には、問題文に「はじめの人数」「帰った人数」「残

りの人数」を整理させ、問題文の把握ができるようにする。

また、ヒントカードを用意しておき，それを使って説明でき

るようにしておく。         【研究内容２－③】 

・「たしかめ問題」の答え合わせ後、ペア交流をする。③の説

明を相互にすることで理解を深める。 【研究内容２－①】 

 

【個人追究】   

・個々の追究が進むように、意図的に机間指導   

・机列表をもって机間指導   

【少人数交流】   

・交流の目的、方法、人数、時間を、授業者も子ども

も理解してから交流 

  

【全体追究】   

・意図的に指名   

・子どもが発表した考えを活用   

【一般化】   

・問題１つでまとめずに、確認した考えを使ってさら

に問題解決（確かめ問題） 

  

・練習問題解決の拠り所となる考えを、黄色で板書に

位置付け 

  

【まとめ】   

・黒板右上にまとめを書き、赤囲み   
・まとめを確認   

ま 
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４ まとめをする。 

 

 

 

５ 練習問題をする。 

①(自作問題) あめをいくつか持っています。妹に６こあげたので、のこりが１２こにな

りました。はじめにもっていたあめの数を□ことして、式に表し、□にあ

てはまる数をもとめましょう。 

②p.208鉛筆4 

③プラスワンp.246ヌ、ネ 

④自作問題 

６ ふり返りをする。 

・プラスワン(p.246ヌ)の問題について、線分図の答え合わせを行う。 

 

・練習問題①を「評価問題」とする。児童は問題解決し、順次

教師が丸付けをする。つまずきの見られる児童に対し、個別

指導を行う。            【研究内容２－③】 

 

・①が終わった児童から順次、②～④を進めることで，より定

着を深める。丸付けは自分で行う。  【研究内容２－②】 

 

・振り返りでは、線分図の書き方を確認し，□を求める時の根

拠を理解できるようにする。    【研究内容２－②】 

 

 

 

【練習問題】   

・取組時間を10分以上確保   
・評価問題を設定   
・評価問題を、全員ができたか見届け 

・評価問題を自力でできなかった子へ指導 
  

【本時の確認】   

・本時得た考えを少人数交流でアウトプット。   
・本時得た考えのよさを全体で確認   

【全体を通して】   

・子どもの考えを認める声かけ   

・曖昧さを明らかにして考えを焦点化させたり、考え

を深めたりするための発問や問い返し 

  

・ハンドブックの「話し方・聞き方」を意識   

  ３年い組 算数科学習指導案 
（１）ねらい    逆思考することで減法になる問題について、未知の数量を見つけ□で表すことを通して、□を使うことで問題場面通り

に立式できることに気付き、線分図を使って、計算で□に当てはまる数を求められるようになる。 
（２）評価規準 □を使った式について、線分図に表し、計算で□に当てはまる数を求められる。 【知識・技能】 

線分図を使って、□にあてはまる数をもとめよう。 

はじめのまい数 

使ったまい数 のこったまい数 

8 16 

・「使ったまい数」と「のこっ

たまい数」を合わせると，

「はじめのまい数」になる。 

・□枚を求めるには、線分図を

見るとたし算だな。 

・□は、8＋16＝24 で 24 枚だ。 

□を使ったひき算の式でも、線分図を使うことで、□を計算でもとめられる

。 

公園で何人かが遊んでいます。13 人帰った

ので、のこりが 17 人になりました。 

①上のお話を、はじめの人数を□人として、式に

表しましょう。 

②線分図をかき、□にあてはまる数をもとめまし

ょう。 

③②を「はじめの人数」「帰った人数」「残った

人数」という言葉を使って説明しましょう。 

① □－13＝17② 17+13=30(13+17=30) 

③ 線分図を見ると、帰った人数とのこっ

た人数をあわせるとはじめの人数だから 

 

13 17 

はじめの人数 

帰った人数 のこった人数 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜板書計画＞ 
 
     
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□を使ったひき算の式でも、線分図を

使うことで、□を計算でもとめられる。 

 

か ま １２／１６ □を使った式 

わかっていること もとめること 

使ったまい数 ８まい 

のこりのまい数 １６まい 

はじめのまい数 

「のこり」だからひき算？ 

わからないから 

□まいにする 

線分図を使って、□にあてはまる数をもとめよう。 

８ １６ 
使ったまい数 のこりのまい数 

はじめのまい数 

はじめの人数を□人とする。 

式：□－１３＝１７ 

はじめの人数 

帰った人数 のこりの人数 

１３ １７ 

帰った人数とのこりの人数を合わ

せるとはじめの人数だから、 

１３＋１７＝３０ 式：□－８＝１６  

使ったまい数とのこりのまい数を

合わせるとはじめのまい数にな

るから、８＋１６＝２４。 

だから□は２４。 

式：□－８＝１６  

８＋１６＝２４  



 
 

きずIさ 聞き方･話し方指導です

｢こんなふうに話したり､聞いたりしよう|」
数学的な見方や考え方を働かせて思考、判断、表現する話し方指導・間き方指導

次 に 各 指 導 過 程 で

|算数･数学を学ぶ学習集団を青てる授業つくり
問題提示三課遡上L-
○問題は、発達段階や系統性を踏まえている教科書の問題を使用する
○生活から入り、すぐに算数・数学の世界に入る 例「狐J､』』､之其が3つ」→大切なのは「3つ」
○問題が提示されたら、次の観点で問題をとらえる
○追究時の約束（できた後に何をするのか、安全面等の約束を板書に位置付け、視覚化する）
○課題を諄いたら、すぐ追究できるような流れにする（みんなが書き終えるまで待たせない）

課題設定！
U - 百 守 一

★追究することがわかる解決の見通しがある解決の方法があるねらいに迫る
｢数直線を使ってわり算になるわけを考えよう」
｢係数が分数の場合の一次方程式の解き方を考えよう」

比較して、2つの数堂の関係を調べよう」

したい考え方は 1
「どの方法もこの考え方を使っている」「この考え方を使えば、どんな問題でも解決できるぞ」
という発見により、その考え方のよさを実感させることになる

○意図的な机間指導でその子に応じた援助をする（8合目まで教えて、残りを自力でもよい）
○机列表をもって、実態把握をする（指名順など、全体追究の仕組みを構築する）
○全体追究では、本時気付かせたい考え方を板書に目につくように位置付ける
○深めの発問「いろいろな方法で求められるけど、どの方法でも使っている考え方は何かな」

＝般化｡まとめ二一
○数値を変えた類似問題や、教科書の鉛筆問題1やQ1で一般化問題を行う
※算数・数学は1つの事実で一般化できない複数の事実からまとめる
「この考え方を使えば別の問題でもできそうかな」
「こんな問題でも、この考えを使えばできそうだね」
「何のためにそうしたかを書き込みながら考えていきましょう」

○まとめは、端的に、キーワード、考え方を使って書く

○本時の内容面に関わる評価と、方法血に関わる評価を位置付ける
内容：「分母が違う分数のたし算を、通分して分母をそろえることで正確に計算できたね」
方法：「前の時間の同じ大きさの分数の勉強につなげて考えたから、今日の課題が解決できたね」

「前の時間の学習をうまく使っていた○○さんの考え方は算数で大切な学び方ですね」
☆数学的な見方や考え方を働かせていたら

その場で認める＋終末に価値やよさを認める
←「無意識な思考を意識化させる」ず教師がしゃべりすぎると､子どもは受け身になる⑧ オウム返しをすると、仲間の話を間かなくなる

【話し方】
☆「わけは･･･」根拠をつけて
☆「まず」「次に」「だから」筋道立てて
☆半具体物を操作しながら（図を示して）
☆既習内容を使って
☆算数用語・数学用語を用いて

さらに(段階的に）
☆「ここまでいいですか」と

確認しながら聞く
☆「○○するために」「○○に着目して」

●既習内容・用語は正しいか
●納得できるか
「○○の部分をもう一度」

×条件反射の「わかりました」
×「違う」「おかしいよ」「反対」

《発言を否定しない》

教 え →認め→広め→定言
この積み重ねが大切

ブロック‘線分図‘数直線など半具体物を用いて考える→話す
算数で扱う半具体物の操作の中に思考、判断、表現のポイントがある

【低学年】○手の動き「なんばんめ」「たしざん」「ひきざん」「かけざん」
※数量を手の幅でとらえる※演算決定の根拠とする

○ お は じ き は 1 対 1 対 応

1.ブﾛｯｸ換作は‘･の圭とま｡をよ’意職… 問題
基○半具体物を少しずつ抽象化していく

おはじき→ブロック→数え棒→丸図
テープ図→線分図→数直線→数直線図

○形式的処理（筆算等）が多く出てくる
具体と形式的処理をつなげて理解を図る

○「割合」「分数のかけざん」「分数のわり算」
数直線図を使いこなす -中学校方程式の立式の力につながる

と抽象(式)」「式と識」「脳と砿伽理｣な

つ で あ る

【中学年】

【高学年】

(ブロック等）

ができるような発問、活動をさせます

「一次関数と

個人追究全体
○本時大切にした↓

教師評価一

【聞き方】
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’
算数・数学の授業の土台をつくる「基本的な板書と指導のポイント」

全員参加
一部で授業を進めない

【問題提示】
基本は
教科書問題

【課題】
★追究することがわかる
★解決の見通し・方法

【課題化】

4 つ の
観点で

問題

【約束】

行うこと
注 意 事 項 等
視覚化する

引呂
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【全体追究】
方法は2つ以上
でも本時大切にしたい

考え方は1つ

＝ _ 一
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【まとめ】
端的にキーワードを使って

ま と め
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の教師評価

P

【一般化】
・数値を変えた類似問題

またはリンゴ問題やQ1
｢これも同じ考え方でできる」

’

①

ノ

練習問題練習問題練習問題

【板書】
･意図的に吉の
矢印でつなぐ

｡黄色で考え方

大 切 一 一 ／ 一 〃1
、

Iわる評価喜行っー＝旨 、

1口

(段階的に）(段階的に）

【練習問題】
・教科＝の問題から出題

( - 1  Q 1 )
ねらいの達成を見る
子どもができる問題

【算数・数学の話し方､聞き方指導】
○話し方
☆根拠を付けて
☆筋道立てて簡潔・明瞭
☆算数・数学用語を使って
☆確認しながら
☆「～するために」「～に着目して」

○聞き方
★正しい算数・数学用語か
★納得できるか

※自分の指導で大切にしたいことを書き入れていきましょう
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’
さらに思考力･判断力･表現力を高めるために 数学的な見方や考え方と|ま

■
○数学の内容に関係した数学的な見方や考え方 ( 内容面）
○数学の方法に関係した数学的な見方や考え方 ( 方法面）

※方法面の数学的な見方や考え方は、一つ一つが独立したものではなく関連性をもっています

数 学 的な見方や考え方を引き出す
効果的な発問の具体例

| D
’1

_ ﾉ ー
指導内容や実
適切な発問を

1

態に照らして
考えましょう

息片 # I i l 砿 男 著 | - 数 学 的左考え方し n 具体化と指導」参照 ､ 、

指 導 過 程 ｜鮮的槻榊考肪捌力'せて鵬､判断､鋼する鋤0ｲﾝﾄ

間
鎮
需

○既習内容 の 確 認 … … 本 時 の 追 究 の よ り ど こ ろ と な る 既 習 内 容 を 確 認
○ 4 つ の 観 点 で 問 題 を と ら え る

○早くできたら「別の方法で考える」「一人説明をする」等の指示を出す
○「なんとか解決できそうだ」「やってみよう」と思える段階で課題提示する
※課題提示する判断は、

｢解決の見通しがもてる」「解決の方法がもてる」「何を追究するかわかる」

ノ
イ
、

個
入
追
究

○全体追究 の 組 み 立 て、 指 名 順 等 を 考 え な が ら 机 間 指 導

o意図的に机間指導をする(個 の々追究が進むように)姻瞳塞萢②で
☆数学的 な 見 方 や 考 え 方 を 引 き 出 す 声 掛 け
…「わけを書いてみよう」「何に目を付けたの」
「どこからわかるの」「その考えは前の時間の何を使ったの」

鱈 i風☆子ども の 実 態 に 応 じ て、 8 合 目 ま で 示 す こ と も 可
（自分で解決できたと思えるように指導助言する）

○算数・数学用語、根拠を書き込むノート指導

根拠窪明壁瞳し電話奇
○ 簡 潔 明 瞭 に ○ 算 数 ・ 数 学 用 語 や 既 習 内 容 を 加 え て
○ 半 具 体 物 を 操 作 し な が ら ・ 図 を 指 し 示 し な が ら ○ 相
★本時大切にしたい数学的な考え方は1つにしぼる-

／★深めの発問のパターン化
「共通の考え方は何ですか」
｢どの方法でも使っている考え方は何ですか」

手が納得するように
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○確認した 考 え 方 を 使 って 問 題 に 取 り 組 む
「この問題でも同じように考えればできるかな」

○数学は1時間に少なくとも2間以上取り組めば一般化できる
（問題1つでまとめない）
★ 一 般 化 の 問 題 を 評 価 問 題 と して も よ い
★どの子も自力で解決できるような問題を1問は位置付ける

＝人二人がアウトブッI簿る場を設定(バア割班》→視点をもって相互評価
まとめ
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★ 数 学 的 な 見 方 や 考 え 方 を キ ー ワ ー ド と して 記 述 ※ 文 章 で 長 々 と 書 か な い
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○ 1 間 目 は 板 書 に あ る よ う に 丁 寧 に 記 述 さ せ る ＝ 評 価 問 題 と す る
★ 2 間 目 か ら は 効 率 よ く
★ 習 得 の 時 間 な ら ば 、 練 習 の 時 間 を 1 0 分 以 上 設 定 す る
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よさを味ねねせる★数学的な見方や考え方の曇.蕊逮蕊ゑ教師評価
「～の考えを使うと、どんな時でもできるね」
「～で考えたから簡単にできたね」「この学び方は算数では大切」
「～を使って考えると分かりやすいね」

①明 ら か な こ と ② 求 め る こ と ③ 以 前 と の 違 い ④ 使 えそ う な こ と
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【数と計算】

【量と測定】
【数量関係】

【データ活用】

○ 数 の ま と ま り ○ 数 量 の 関 係 ○ 数 の 表 し 方 の 仕 組 み
○数を構成する単位○二つの数量の対応や変化 ○ 数 の意！
○ 計 算 に つ いて 成 り 立 つ 性 質
○ものの形・特徴（例：まる、さんかく、しかくなど）
○図形の構成要素（例：頂点、辺、面など）
○図形の構成要素の位置関係（例：直線の平行・垂直など）
○図形間の関係（例：合同、拡大、対称など）
○ 物 の 特 徴 ○ 単 位
○ 伴 っ て 変 わ る 二 量 の 関 係 ○ 日 常 事 象 の 数 量 の 関 係
○異種の二量の割合として捉えられる数量の関係
○データの個数 ○データを整理する観点
○ デ ー タ の 特 徴 や 傾 向 ○ 概 括 的 に 捉 え る こ と ○ 事 象 の 特
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①帰納的な考え
⑤発展的な考え
⑨特殊化の考え

②類推的な考え
⑥抽象化の考え
⑩記号化の考え

③演緯的な考え ④統合的な考え
⑦ 単 純 化 の 考 え ⑧ 一 般 化 の 考 え
⑪数量化・図形化の考え

知っていれば､子ども0数学帥見方や考え方を認めることができ6

内容に関係した見方.考え方の発問 方法に関係した見方・考え方の発問
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．何 を 基 ( 単 位 ) に して で き て い る と 考 え れ
ばよさそうか【単位・集合】

・どのくらいになりそうか【概括的】【見当】
・ 同 じ よ う な 意 味 ( 性 質 ) の も の は な い か
【表現・操作・性質】

･簡単な数に置き換えてみよう【単純化】
･図を使って表してみよう【図形化 ｡数量化】
．分かっていることと同じようにできないか
（ならないか）【類推】
･特別な場合を考えてみよう【特殊化】

追
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・単位を基にして考えよう【単位】
．決まっている手順で ( 計算）してみよう
【アルゴリズム】

・そ れ ( 式 ､ 記 号 ） は 何 を 表 して い る か
【式、表現】

・式 (図）に表せないか【式】

・どんな決まりがありそうか、データを集め
よう【帰納的】
.わかっていることを基にして考えよう【演縄的】
・これが言えるには何が分かればよいか【演縄】
･条件を一定にしよう【特殊化】
・図 (数 )で表せないか【図形化・数量化】

一
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化
。
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．分かって い る 言 葉 の 意 味 ( 性 質 ･ 仕 方 ） を
基に見直そう【表現・性質・操作】
・ 単 位 に 目 を つ け、 そ の 単 位 を 基 に して 見
直そう【単位】
・条件は何をどのように変えられるか
【関数的】

・手順を明らかにしよう【アルゴリズム】
・ 式 か ら 問 題 を つ くる こ と が で き る か
【式をよむ】

・他の時にも（いつでも）いえるようにできない
か【一般化】
・どんなことを根拠にして考えたか【演鐸】
．まとめて言えないか似ているところ、同じ
ところはないか【統合】

．わかっていることで、これと同じにみれるも
のはないか【統合】
・違った見方はできないか条件を変えたらど
うなるか【発展】


